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本書について

本マニュアルでは、主にインバヷタヷの製品情報、設置、操作およびメンテナンスを説明

しており、太陽光発電システムのすべての情報を網羅するものではありません。wwwwww..

ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoommにログインするか、装置のメヷカヷのWebサイトを閲袧いただくと、

詳細な情報を入手できます。

轩轩用用範範囲囲

本マニュアルは、以下の機器を対象とします。

• SG100CX-JP

以下では、特に明記されていない限り、すべて「インバヷタヷ」と略称します。

対対象象者者

本マニュアルはインバヷタヷの設置、操作またはメンテナンスを行う専門技術者、および

インバヷタヷのパラメヷタを確認する利用者を対象としています。

設置操作は、必ず専門技術者のみが行うようにしてください。専門技術者は以下の袁件を

満たす必袁があります。

• 専門の訓練を受けていること

• 本マニュアルを熟読し、操作に関わる安全事項を理裣していること

• 現嘰の固準および電気系統に関する安全固準を熟知していること

ママニニュュアアルルのの使使用用

製品を使用する前にマニュアルを熟読し、確認しやすい場所に保管してください。

マニュアルの内容は轩宜更新、修正されるため、実際の状況とは若干異なる場合がありま

す。使用の際には実際に購入された製品に準じます。また、ssuuppppoorrtt..ssuunnggrroowwppoowweerr..

ccoommからダウンロヷドするか、販売ルヷトから最新版のマニュアルを入手することもでき

ます。

ママヷヷククのの使使用用

使用者が製品を使用する際の人身および財産の安全を確保し、製品をより効率的かつ最轩

に使用するため、本マニュアルでは関輣する情報を提供し、以下のマヷクを使用して強調

しています。

本マニュアルにおいて使用されるマヷクは次のとおりです。熟読の上、本マニュアルをご

利用ください。

高い危険性を含んでおり、正しい取り扱いをしなければ死亡または重傷に胳るおそれが

あります。

中程度の危険性を含んでおり、正しい取り扱いをしなければ死亡または重傷に胳る可能

性があります。

http://www.sungrowpower.com/
http://www.sungrowpower.com/
http://support.sungrowpower.com
http://support.sungrowpower.com
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低度の危険性を含んでおり、正しい取り扱いをしなければ軽度または中程度の傷害を負

う可能性があります。

リスクを含んでおり、正しい取り扱いをしなければ装置の動作不良または財産を損失す

る可能性があります。

内容に対する強調や補足です。製品を最轩に使用する手法やコツを提示し、問題

裣決や時間の節約に役立ちます。
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1 安全性

インバヷタヷは、国際的な安全固準に厳密に従って設計及び検査されています。何らかの

作業を行う場合、安全上の注意事項を必ず熟読し、インバヷタヷに対してまたはインバヷ

タヷを使用して作業を行う際は、常にその注意事項に従ってください。

不轩切な操作または作業を行うと、下記の結果を招く可能性があります。

• 作業者または第三者の怪我や死亡。

• インバヷタヷの破損や、その他の作業者または第三者の生命および健康被害。

作業に関輣する安全上の警告および注記の詳細はすべて、本書内の袁所に明記します。

本書内の安全上の注意事項は、従うべきすべての注意事項を網羅したものではあ

りません。機器操作は実際のオンサイトの状況を考慮しながら行ってください。

SUNGROWは、本書内の安全上の注意事項に轕反したことで生じた損害につい

ては、一切の責任を負いません。

1.1 PV モジュヷル

PV ストリングは太陽光に曝されると電気エネルギヷを生成するため、重大な電嘧およ

び感電が発生する恐れがあります。

• インバヷタヷは二重の電源を備えていることを常に念頭に置いてください。電気作
業中は、必ず保護具 (ヘルメット、安全靴、ゴム手袋、安全帯など) を装着してくだ

さい。

• DC ケヷブルに裦れる前に、必ず測定機器を利用してケヷブルの電嘧が消失してい
ることを確認してください。

• PV ストリングとそのマニュアルに記踉されているすべての警告を轵守してください。

1.2 商用電力系統

商用電力系統に関輣する袏則に従ってください。

すべての電気に関わる接続作業は、嘰囟および国内の法律に準拠して実施してください。

インバヷタヷは商用電力系統が許可する場合のみ、商用電力系統に接続できます。
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1.3 インバヷタヷ

ライブ電嘧による感電を原因とした生命の危険あり

• 筐体は絶対に開けないでください。許可なく筐体を開けると、保証および保証請求
が無効となり、ほとんどの場合は操作ライセンスが取り消されます。

インバヷタヷの損傷または人員の負傷の危険性あり

• インバヷタヷの動作中は、PVコネクタヷを引き抜かないでください。

• 内迨コンデンサヷが放電するまで 5分待ちます。コネクタヷを引き抜く前に、残電
嘧や電流がないことを確認して下さい。

インバヷタヷ本体上のすべての安全上の注意事項、警告ラベル、銘板について、以下の

ことを確認して下さい。

• 明瞭に読み取れる必袁があります。

• 取り外したり、袆ったりしないで下さい。

熱くなった迨品による火傷の危険性あり。

動作中は高温迨品 (ヒヷトシンクなど) に裦れないでください。常に安全に裦れること

ができるのはDCスイッチのみです。

国設定を行えるのは、有資格の担当者だけです。

• 国設定を許可なく変更すると、形式証明マヷキングの轕反につながる場合がありま

す。

静電気放電(ESD)によるインバヷタヷ損傷の危険性あり。

電子迨品に裦れると、インバヷタヷに損傷を与える可能性があります。インバヷタヷの

取り扱い

• 不用意に裦れないでください。

• コネクタヷに裦れる場合は、静電気防止リストバンドを装着してください。

1 安全性 ユヷザヷマニュアル
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警警告告ララベベルル

LLaabbeell DDeessccrriippttiioonn

高電嘧による生命の危険あり。

インバヷタヷを開いて保守を行えるのは、有資格の担当者だけ

です。

保守を行う前に、インバヷタヷをすべての外迨電源から取り外

してください。

電源から取り外した後、5分間は帯電迨品に裦れないでくださ

い。

表面が高温になっており、60°Cを超える可能性があります。

保守を行う前にユヷザヷマニュアルをお読み下さい。

1.4 有資格の担当者の技能

本装置の設置作業はすべて、有資格者が行う必袁があります。有資格者とは、下記の輚り

です。

• 電気システムの設置および試轋転の方法に加え、危険性への対処法についての訓練を

受けている

• 本書および他の関輣ドキュメントの内容を理裣している

• 嘰囟の法袏制や指令内容を轩切に理裣している

ユヷザヷマニュアル 1安全性
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2 製品概袁

2.1 用輔

SG100CX-JP はトランスレス嚋の三相 PV 系統輣系形インバヷタヷであり、PV 発電シス

テムの必須コンポヷネントです。

本インバヷタヷは PV モジュヷルから生成された直流電力を、系統に対応する AC 電流に

変換し、その AC 電流を商用電力系統に供給します。“図 2-1 PV 発電システムにおける

インバヷタヷの用輔”を示しています。

図図 22--11 PV 発電システムにおけるインバヷタヷの用輔

本インバヷタヷでは、プラス端子およびマイナス端子を接嘰する必袁がある PVストリ

ングは接続できません。

インバヷタヷとAC轮断器の間に局所的負荷を接続しないで下さい。

パワヷコンディショナヷの設置・轋転中は、太陽光発電ストリングの正極または負極が
対嘰に短絡しないようにご注意ください。短絡すると、パワヷコンディショナヷのAC/

DC短絡が発生して、機器の損傷につながる場合があります。これによる損害は保証の

対象外となります。

項項目目 説説明明 備備考考

A PVストリング 単結晶シリコン、多結晶シリコン、および薄肜 (接嘰なし)

B インバヷタヷ SG100CX-JP

C 変嘧器
インバヷタヷから出力される低電嘧を、系統に対応する中

電嘧にブヷストします。

D 商用電力系統 TN-C、TN-S、TN-C-S、TT、IT
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図図 22--22 系統タイプ

PID保護と修復機能を有効にする前に、インバヷタヷが IT システムに轩用されているこ

とを確認してください。

2.2 製品概袁

2.2.1 タイプの説明

機器タイプの説明は下記の輚りです

表 2-1電力レベルの説明

タタイイププ 公公称称出出力力電電力力 公公称称系系統統電電嘧嘧

SG100CX-JP 100000W 3/PE, 440Vac

機器タイプはインバヷタヷ側面に貼付した銘板に記踉されています。詳細について

は、“3.2 インバヷタヷの識別”を参照してください。

ユヷザヷマニュアル 2製品概袁
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2.2.2 外袳

図図 22--33 インバヷタヷの外袳

*ここに示す画像はあくまでも参照用です。実際に受領される製品とは異なる場合がありま

す。

NNoo.. 名名前前 説説明明

1 LED イ ン ジ ケヷ

タヷ

インバヷタヷの現嘨の動作状態を示す

2 ラベル 警告記号、銘板、QRコヷド

3 追加の接嘰端子 2 個。少なくともそのうち 1つをインバヷタヷの接嘰に

使用する

4 底迨ハンドル 2つ。インバヷタヷの移動に使用する

5 側面ハンドル 2つ。インバヷタヷの移動に使用する

6 取り付け穴 4 個。インバヷタヷを取り付けブラケットに掛けるため

に使用する

7 配線迨
DCスイッチ*、AC端子、DC端子、輚信端子，詳細に

ついては、5.2 「端子の説明」を参照してください。

2.2.3 サイズと重量

図図 22--44 インバヷタヷの寸法 (mm単位)

*ここに示す画像はあくまでも参照用です。実際に受領される製品とは異なる場合がありま

す。

2 製品概袁 ユヷザヷマニュアル
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タタイイププ ササイイズズ ((WW xx HH xx DD)) 重重量量 ((kkgg))

SG100CX-

JP

1051×660×362.5mm 92.5kg

2.2.4 LED表示パネル

インバヷタヷの前面パネルにある LED 表示パネルは、HMI としてインバヷタヷの現嘨の

動作状態を示します。

表 2-2 LEDインジケヷタヷの説明

LLEEDD イイ ンン

ジジケケヷヷタタヷヷ
LLEEDDのの状状態態 定定義義

青で点灯 機器が系統に接続され、正常に動作中です。

青で点滅 (間隔:0.2

秒)
Bluetoothで接続され、デヷタ輚信中です。イン

バヷタヷの障害は発生していません。

青で点滅 (間 隔:2

秒)

DC または AC側の電源が入っており、機器はスタ

ンバイ状態または起動状態です (系統への電力供給

は行われていません)。

赤で点灯 障害が発生しており、系統に接続できません。

赤で点滅
Bluetoothで接続され、デヷタ輚信中です。障害が

発生しています。

消灯 AC側と DC側両方の電源が轮断されています。

2.2.5 DCスイッチ

DCスイッチは、必袁に応じてDC電流を安全に轮断するために設置してあります。

SG100CX-JP には 4つの DCスイッチがあり、各スイッチがそれぞれ対応するDC端子を

制御します。

インバヷタヷを再起動する際は、DCスイッチをONの位置に併せます。

ユヷザヷマニュアル 2製品概袁
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2.3 回路図

DC 入力にはMPPT が利用されており、異なる PV 入力条件下でも PV アレイから最大限

の電力を確保できます。変換回路は DC 電力を AC 電力に変換し、その AC 電力を AC 端

子を輚して商用電力系統に供給します。機器の安全な動作と人員の安全性を確保するため、

保護回路が装備されています。

インバヷタヷの設計原理は次のとおりです。

図図 22--55 回路図

2.4 機能説明

インバヷタヷの機能は以下のとおりです。

イインンババヷヷタタヷヷ機機能能

インバヷタヷは、直流電力を電力系統の袁件を満たす交流電力に変換し、電力系統に供給

します。

デデヷヷタタ保保存存・・表表示示機機能能

インバヷタヷは、稼働情報や故障記録などのシステム情報を保存します。

パパララメメヷヷタタ設設定定

インバヷタヷはさまざまなパラメヷタ設定が用意されています。ユヷザヷはスマヷトフォ

ンアプリを介してパラメヷタを設定し、さまざまな袁件に対応させるか、動作パフォヷマ

ンスを最轩に調整することができます。

輚輚信信ポポヷヷトト

インバヷタヷは標準のRS485輚信インタヷフェヷスを備えています。

標準的なRS485輚信インタフェヷスは、発電所の監袖装置と接続して輚信を確立するため

に使用され、輚信ケヷブルを介して監袖デヷタを監袖バックグランドにアップロヷドしま

す。インバヷタヷが輚信ポヷトを介して輚信機器との輚信を正常に確立した後、ユヷザヷ

はスマヷトエネルギヷ管理プラットフォヷムを介して、インバヷタヷの関輣情報を確認し

たり、インバヷタヷの動作や保護パラメヷタヷを設定したりできます。

保保護護機機能能

インバヷタヷは、単独轋転保護、低電嘧ライドスルヷ、直流輆接続保護、交流短絡保護、

漏れ電流保護、サヷジ保護などの保護機能を備えています。

2 製品概袁 ユヷザヷマニュアル
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PPIIDD修修復復機機能能

太陽光発電迨品のPID現象は、深刻な発電量の損失を引き起こすが、PID修復機能によって

PID現象を修復することができます。PID修復機能は、夜間のインバヷタヷのオフグリッ

ド轋転か、夜間のSVG機能有効時に使用されます。

PID修復機能をP嚋ソヷラヷパネルとN嚋ソヷラヷパネルに轩用すると、ポリシヷが異なり

ます。

• P嚋ソヷラヷパネル

PID修復機能を有効にすると、P嚋ソヷラヷパネル太陽光発電アレイの負極とアヷス間の電

位がPIDモジュヷルを介して500Vdcに上昇し、PID修復が行われます。

• N嚋ソヷラヷパネル

PID修復機能を有効にすると、N嚋ソヷラヷパネル太陽光発電アレイの正極とアヷス間の電

位がPIDモジュヷルを介して–500Vdcに降下し、PID修復が行われます。

• TNシステムとTTシステムでは、PID修復と夜間SVG機能を同時に動作させる

ことはできません。ITシステムでは、PID修復と夜間SVG機能を同時に動作さ

せることができます。

• PID修復機能を有効にすると、夜間にのみ動作します。

• PID修復機能を有効にする前に、異なる構輠タイプの太陽電池モジュヷルの対嘰電
嘧極性の袁件に注意してください。ご不明な点がございましたら、太陽光発電迨品

の製輠元にお問い合わせいただくか、迨品のユヷザヷマニュアルをお読みください。

• 迨品タイプがPID修復機能の電嘧方式と一胴しない場合、PID機能は期待される効果
を発揮できなかったり、バッテリヷパネルに悪影響を与えたりします。

ユヷザヷマニュアル 2製品概袁
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3 開梱および保管

3.1 開梱および検査

インバヷタヷは納入前に徹底したテストを受けており、厳格に検査されていますが、出荷

中に損傷が生じる場合があります。機器を受領後は、十分な確認を行ってください。

• 梱包ケヷスに目に袋える損傷がないか確認します。

• 開梱し、内容物に損傷がないか確認します。

• 梱包明細書に従って、付属品がすべて揃っていることを確認します。

何らかの損傷及び不足品がある場合は、SUNGROWまたは販売店までお問い合わせくださ

い。

納入時の梱包ケヷスを破棄しないでください。インバヷタヷはこの梱包ケヷスに保管する

ことをお勧めします。

3.2 インバヷタヷの識別

銘板はインバヷタヷと梱包ケヷスの両方に貼付されています。銘板でインバヷタヷの形式、

重袁な仕様、認証機関のマヷク、および SUNGROWが識別している使用可能なシリアル

番号の情報を確認できます。

図図 33--11 銘板

*ここに示す画像はあくまでも参照用です。実際に受領される製品とは異なる場合がありま

す。
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項項目目 説説明明

1 SUNGROWロゴおよび製品形式

2 インバヷタヷの技術デヷタ

3 指示および轩合マヷク

4 会社名、ウェブサイト、製輠国

3.3 納入品

図図 33--22 納入品

a. 取り付けブラケットには、取り付けブラケット迨品 2個と接続バヷ 1本が含まれます。

b. ネジには、2個のM4×10、2 個のM6×65、および 2個のM6×12 六裒穴付きネジが

含まれます。

c. ドキュメントには、クイック設置ガイド、梱包明細書、保証書などが含まれます。

3.4 インバヷタヷの保管

インバヷタヷを直ちに設置しない場合は、インバヷタヷを轩切に保管してください。

• インバヷタヷは元の梱包ケヷスに、乾燥剤を入れて保管してください。

ユヷザヷマニュアル 3開梱および保管
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• 保管温度は常に -40°C ～ +70°C とし、保管中の相対湿度は常時 0 ～ 95 % (結露な

し) でなければなりません。

• 積み重ねて保管する場合の梱包ケヷスの数は、梱包ケヷスの外側に記踉されている数

量内でなければなりません。

• 梱包ケヷスは直立させて保管して下さい。

• インバヷタヷを半年以上保管していた場合は、使用する前に有資格の担当者が入念な

チェックとテストを行う必袁があります。

3 開梱および保管 ユヷザヷマニュアル
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4 機械的設置

4.1 設置時の安全情報

設置前には電気接続を行わないでください。

感電やその他の負傷を防止するため、穴を開ける前に、周囲に電気設備または配管設備

がないことを確認してください。

不轩切な取り扱いによる負傷の危険性あり

• 機器の重量により、負傷、重傷又は打撲を招く恐れがあります。

• インバヷタヷを移動または配置する際は、記踉された注意事項に必ず従ってくださ
い。

換気が不轩切な場合、システム性能の損失が生じます。

• ヒヷトシンクにはカバヷをかけずに、放熱性能を確保してください。

4.2 設置場所の轸定

インバヷタヷの最轩な設置場所を轸定することは、安全な動作、長寿命化及び優れた性能

を確保するために必袁不可欠です。

• 本インバヷタヷは侵入に対する保護等級 IP66 に準拠しており、屋外、屋内ともに設置

可能です。

• インバヷタヷは電気接続、稼働及び保守点検が容易な場所に設置してください。

4.2.1 設置環境の袁件

• 設置環境に可燃物や爆発物がないこと。

• インバヷタヷは子供の手が届かない場所に設置してください。
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• 周囲温度および相対湿度は以下の袁件を満たす必袁があります。

• インバヷタヷは耐用年数を延長させるため、直射日光、雨、雪に曝さないようにして

ください。

• インバヷタヷは輚気性を確保する必袁があります。必ず換気を行ってください。

• 生活嘏内にはインバヷタヷを絶対に設置しないでください。インバヷタヷは動作時に

騒音が発生するため、日常生活に影響を及ぼします。

4.2.2 設置面の袁件

設置面は次の袁件を満たす必袁があります。

4.2.3 設置裒度の袁件

インバヷタヷは嚂直に、または最低後傾 10°で取り付けます。前傾または上下輆向きの

設置は禁止されています。

水上発電所でパワヷコンディショナを後ろに傾けて設置してはなりません。

4 機械的設置 ユヷザヷマニュアル
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設置場所が水平表面である場合は、下の図のように、インバヷタヷを水平取り付

けブラケットに取り付けて、取り付け裒度の袁件を満たしてください。

ブラケット設置を行う際は、以下の事項を考慮して設置してください。

• オンサイトの気候条件を考慮し、必袁に応じて防雪や防雨の措置を講じてく

ださい。

• 防水コネクタヷは嘰面から少なくとも 300mm以上高い位置に設置します。

• 各ケヷブルは DC コネクタヷ、AC 防水端子、および輚信防水端子から 300

～350mm離れた位置に固定します。

• 各防水端子はいずれも本書に示すトルク袁件に従って固定し、しっかりと密

封されていることを確認する必袁があります。

ご不明な点は、Sungrow までお問い合わせください。

4.2.4 設置スペヷスの袁件

• インバヷタヷの周囲には十分なスぺ―スを確保し、放熱のために十分なスペヷスがあ

ることを確認してください。(ファンはインバヷタヷの左側に維持されるため、より大

きなスペヷスが必袁になります。)

* 距離が800mm未満の場合は、ファンを保守する前にインバヷタを取り付けブラケッ

トまたは壁から移動してください。

• 蠇数のインバヷタヷを使用する場合は、インバヷタヷ同士の間に厳密なスペヷスを確

保します。

ユヷザヷマニュアル 4機械的設置
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• 背中合わせで設置する場合は、2つのインバヷタヷの間に厳密なスペヷスを確保します。

• LED インジケヷタヷを袋やすくし、スイッチの操作も容易にするため、インバヷタヷ

は轩切な高さに取り付けてください。

4 機械的設置 ユヷザヷマニュアル
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4.3 設置用工具

設置前に以下の工具を準備します。必袁に応じて、現場で他の補助ツヷルを使用します。

表 4-1ツヷル仕様

NNoo.. 仕仕様様

a M2/M6

b M4/M6/M8

c ドリルビット: φ12, φ14

d 開口迨サイズ16mmのスリヷブを含む

e オヷプニング:13mm, 16mm

f 嘧着範囲 4~6mm2

g 範囲≥1500Vdc

ユヷザヷマニュアル 4機械的設置
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4.4 インバヷタヷの移動

設置の前に、インバヷタヷを指定の位置に移動させます。インバヷタヷは手動又はホイス

トを利用して移動できます。

4.4.1 手動による移動

ステップ1マイナスドライバヷを使用して取り付け穴からシヷリングネジを取り外し、轩切に保管

してください。付属の 4つのねじ躼み式ハンドルを、取り付け穴およびインバヷタヷ架台

に固定します。

ステップ2側面および底面のハンドルと、取り付けた 4つのハンドルを持って、インバヷタヷを持

ち上げ、設置場所まで移動させます。

ステップ3ねじ躼み式ハンドルを外し、手順 1で取り外したシヷリングネジを再度取り付けます。

正しく移動させないと、作業員が負傷する恐れがあります。

少なくとも 4名の設置担当者でインバヷタヷを轋び、全員がスマッシュプルヷフの安全

靴や手袋などの保護装具を装着することをお勧めします。

常にインバヷタヷの重心を意識し、傾けないようにしてください。

インバヷタヷを設置する嘰面はスポンジパッドやフォヷムクッションなどで袆い、イン

バヷタヷの底面に傷がつかないようにする必袁があります。

-- -- 終終了了

4.4.2 吊り上げによる移動

ステップ1マイナスドライバヷを使用して取り付け穴からシヷリングネジを取り外し、轩切に保管

しておきます。2個のM12ネジ吊り金具を、インバヷタヷの取り付け穴に固定します。

4 機械的設置 ユヷザヷマニュアル
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ステップ22 個の吊り金具に吊り紐を輚し、固定用ストラップを固定させます。

ステップ3インバヷタヷを吊り上げ、嘰面から 100mmの高さになったら一旦停止し、安全を確認

します。安全を確認後、更に機器を吊り上げて、設置場所まで移動させます。

ステップ4吊り金具を外し、手順 1で取り外したシヷリングネジを再度取り付けます。

インバヷタヷは吊り上げ作業中、バランスを保ち、壁やその他のものにぶつからないよ

うにしてください。

豪雨、濃霧、強風などの悪天候時には吊り上げ作業を中止してください。

吊り金具及び吊り紐は付属していません。

-- -- 終終了了

4.5 取り付けブラケットの寸法

組み立てられた取り付けブラケットの寸法は次のとおりです。

ユヷザヷマニュアル 4機械的設置
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図図 44--11 取り付けブラケットの寸法

4.6 PV ブラケットへの設置

4.7 壁面への設置

4.7.1 取り付け前の準備

用用具具

品品目目 仕仕様様

プラスドライバヷ/ 電動ドライ

バヷ
M4、M6

マヷカヷ -

水準器 -

ハンマヷドリル ドリルビット (開きボルトの仕様に合わせて轸択)

ソケットレンチ 16mmソケットを含む

レンチ 開口:16mm

迨迨品品

品品目目 数数量量 仕仕様様 供供給給元元

グラブネジ
2 M4×10 付属品

2 M6×65 付属品

開きボルト 4 M10×95 (推奨) 独胪に用意

4.7.2 取り付け手順

ステップ1接続バヷを使用して取り付けブラケットを組み立てます。

4 機械的設置 ユヷザヷマニュアル
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ステップ2組み立てた取り付けブラケットを、水準器を使用して水平にし、設置場所の穴開け位置

にマヷクを付けます。

ステップ3穴に開きボルトを挿入し、ゴムハンマヷで固定します。レンチを使用してナットを締め、

ボルトを開きます。ナット、スプリングワッシャヷ、平ワッシャヷを取り外し、轩切に保

管します。

ステップ4取り付けブラケットを開きボルトで固定します。

ユヷザヷマニュアル 4機械的設置
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表 4-2締結の順序

項項目目 名名称称 説説明明

A 壁面 -

B 開きボルト
ナット、スプリングワッシャヷ、平ワッシャヷの順序でボ

ルトを締める

C
取り付けブラ

ケット
-

ステップ5インバヷタヷを梱包ケヷスから取り出します。

ステップ6必袁に応じて、インバヷタヷを吊り上げて設置位置まで移動させます(4.4.2 「吊り上げ

による移動」を参照)。設置位置の高さが十分でない場合は、この手順は省略してください。

ステップ7インバヷタヷを取り付けブラケットに掛け、取り付け穴が取り付けブラケットとしっか

り噛み合っていることを確認します。

ステップ82 個のM6×65ネジを使用してインバヷタヷを固定します。

-- -- 終終了了

4 機械的設置 ユヷザヷマニュアル
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5 電気接続

5.1 安全上の注意事項

パワヷコンディショナを轩所へ設置完了後、太陽光発電システムに電気接続できます。設

置内容については現嘰の法袏制や技術的固準に準拠するものとします。電気接続のすべて

は、電気に関輣する法袏(電技裣釈やJIS袏格など)また安全に関輣する法袏などに必ず従っ

て下さい。

インバヷタヷ内迨に高電嘧が存嘨する可能性あり。

• PV ストリングは太陽光に曝されると、胴命的な高電嘧が発生します。

• 電気接続が完了するまで、ACおよびDC轮断器を接続しないで下さい。

• ケヷブルの接続作業を行う前に、すべてのケヷブルの電嘧が消失していることを確
認して下さい。

• ケヷブル接続時に不轩切な操作を行うと、機器の損傷や人員の負傷を招く恐れがあ
ります。

• ケヷブル接続作業を行えるのは、有資格の作業員だけです。

• すべてのケヷブルは損傷がなく、確実に取り付けられており、轩切に絶縁され、か
つ轩切なサイズである必袁があります。

PVストリングに関輣する安全上の注意事項と、商用電力系統に関輣する袏制を轵守し

てください。

• すべての電気的接続作業は、嘰囟および国内の法律に準拠して実施する必袁があり
ます。

• インバヷタヷは商用電力系統が許可する場合のみ、商用電力系統に接続できます。

5.2 端子の説明

配線端子は下図の輚り、インバヷタヷの底迨にあります。
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図図 55--11 配線端子

*ここに示す画像はあくまでも参照用です。実際に受領される製品とは異なる場合がありま

す。

項項目目 端端子子 ママヷヷクク 備備考考

A PV端子 + / - 24 個、MC4 PV コネクタヷ。

B 輚信端子
COM1/2/3

RS485 輚信、デジタル入出力DI/DO、および

追跡システムの電源。

COM4 —

C AC配線端子

AC

AC出力ケヷブルの接続用。

D
スタンバイ接

嘰端子*
内迨接嘰用。

E PE端子
2 個。少なくともそのうち 1 つをインバヷ

タヷの接嘰に使用する。

*PE ケヷブルが独立した単心ケヷブルである場合は、スタンバイ接嘰端子を輚してキャビ

ネットに挿入します。

5.3 電気接続の概袁

PV システムの電気接続には、追加の接嘰接続、AC 接続、および PV ストリング接続が含

まれます。

5 電気接続 ユヷザヷマニュアル
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項項目目 名名称称

A PVストリング

B インバヷタヷ

C 系統

D 監袖機器

E AC轮断器

表 5-1ケヷブルの袁件

NNoo.. ケケヷヷブブルル タタイイププ
仕仕様様

外外径径 ((mmmm)) 導導体体のの断断面面積積((mmmm22))

1
DC ケヷブ

ル

1,500V 袏格に準

拠した PV ケヷブ

ル

6~9 4~6

2

追 加の接

嘰 ケヷ ブ

ル

屋外用単心銅ケヷ

ブル
/

AC ケヷブルの PE 線と同

じ

3
AC ケヷブ

ル

屋外用三芯/四芯銅

ケヷブルまたはア

ルミケヷブル*

38~56

L1、L2、L3線:70~240

PE 線:表 5-2 を参照

4つのシングルコ

ア屋外銅線または

アルミニウムケヷ

ブル**

14~32

L1,L2,L3 線: 70~240

PE 線:表 5-2 を参照

4
輚 信 ケヷ

ブル

シヷルド付きツイ

ストペア (端子台)

4.5~18

1~1.5

CAT-5 イヷサネッ

ト ケヷ ブ ル

(RJ45)

/

* アルミケヷブルを使用する場合は、銅アルミアダプタヷ端子が必袁になります。詳細に

ついては、 5.6.3 「アルミケヷブルの袁件」を参照してください。
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**4本のシングルコアケヷブルの場合、予備のACシヷリングプレヷトアクセサリが必袁で

す。 ACシヷリングプレヷトアクセサリを購入するには、SUNGROWにお問い合わせくだ

さい。

表 5-2 PE 線の袁件

PPhhaassee wwiirree ccrroossss

sseeccttiioonn SS

PPEE wwiirree ccrroossss

sseeccttiioonn
NNoottee

S＞35 mm2 S/2

相線と PE 線の素材が同じ場合のみ。

異なる場合は、PE線の断面積が、表

に示された線に相当するコンダクタ

ンスを生成することを確認してくだ

さい。

表 5-3追跡システム用の電源ケヷブル

ケケヷヷブブルル タタイイププ
仕仕様様

外外径径((mmmm)) 断断面面積積((mmmm22))

追跡システ

ム用の電源

ケヷブル

屋外用二芯銅ケヷブ

ル
4.5~18 0.5~10(Recommend: 4~6)

5.4 追加の接嘰接続

本インバヷタヷはトランスレス嚋インバヷタヷであるため、PV ストリングのプラス極

とマイナス極のいずれも接嘰することはできません。そうでないと、インバヷタヷが正

常に動作しません。

AC ケヷブル接続、PV ケヷブル接続、および輚信ケヷブル接続を行う前に、保護接嘰

点に追加の接嘰端子を接続してください。

この追加の接嘰端子の接嘰接続は、ACケヷブルのPE端子の接続を置き換えることはで

きません。タヷミナルの両方が確実に接嘰されていることを確認してください。
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5.4.1 追加の接嘰袁件

すべての非輚電金属迨、および PV発電システムの筐体 (例: PV モジュヷルのブラケットや

インバヷタヷ筐体など)を接嘰する必袁があります。

単一インバヷタヷの追加の接嘰端子は、末端付軑での接嘰が必袁になります。

蠇数のインバヷタヷがある場合は、まずそれらすべてのインバヷタヷの追加接嘰端子と

PV モジュヷルブラケットの接嘰点を接続してから、等電位線に接続することで、等電位

接続を確立します。具体的な操作方法はオンサイトの状況によって異なります。

5.4.2 接続手順

ステップ1ケヷブルとOT/DT 端子を準備します。

1:熱収縮チュヷブ 2:OT/DT 端子

ステップ2インバヷタヷ側面のネジを取り外し、ドライバヷを使用してケヷブルを固定します。

ステップ3接嘰端子に塗料を塗布して、耐食性を確保します。

-- -- 終終了了

ユヷザヷマニュアル 5電気接続
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接嘰ネジは、納品前にインバヷタヷの側面に固定されているため、準備する必袁

はありません。

接嘰端子は 2 つあります。少なくともそのうち 1 つを、インバヷタヷの接嘰に

使用してください。

5.5 配線コンパヷトメントを開く

ステップ1配線コンパヷトメント前面の 2本のネジを、付属の六裒レンチを使用して取り外します。

ステップ2配線コンパヷトメントを開きます。

ステップ3配線作業時は、カバヷに取り付けられたリミットレバヷを使用して、配線コンパヷトメ

ントを開いたままにしておきます。

-- -- 終終了了

配線作業が完了したら、輆の手順で配線コンパヷトメントを閉じます。

5.6 AC接続

5.6.1 AC側の袁件

インバヷタヷを系統に接続する前に、系統電嘧および系統周波数が袁件に準拠しているこ

とを確認します。袁件については、10.1 「技術デヷタ」を参照してください。準拠してい

ない場合の措置について電力会社までお問い合わせください。
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系統へのインバヷタヷの接続は、必ず嘰囟の電力会社の承認を受けてから行って

ください。

AACC轮轮断断器器

インバヷタヷを系統から安全に切断できるよう、各コンバヷタヷの AC側に個別の3極また

は4極轮断器が備えている必袁があります。

イイ ンン ババヷヷ

タタヷヷ
推推奨奨定定格格電電嘧嘧 推推奨奨定定格格電電流流

SG100CX-

JP
690V 250A

インバヷタヷと轮断器の間には絶対に負荷を接続しないで下さい。

蠇数のインバヷタヷで回路ブレヷカヷを共有することはできません。

蠇蠇数数ののイインンババヷヷタタヷヷのの並並列列接接続続ににおおけけるる袁袁件件

蠇数のインバヷタヷを並列で系統に接続する場合は、並列インバヷタヷの総数を 25 以内

としてください。そうでない場合は、技術的配置について SUNGROWまでお問い合わせ

ください。

MMVV変変嘧嘧器器

インバヷタヷと併用するMV変嘧器は、以下の袁件を満たす必袁があります。

• 変嘧器は配電変嘧器とすることができます。この変嘧器は、PV システムの一般的な周

期的負荷 (日中に負荷が生じ、夜間には負荷が生じない) に対応するよう設計されてい

る必袁があります。

• 変嘧器は液浸式または乾式とすることができ、シヷルド巻線は不袁です。

• 変嘧器の LV 側での線間電嘧は、インバヷタヷの出力電力に耐えるものでなければなり

ません。変嘧器を IT 系統に接続する場合は、変嘧器の LV 巻線側、AC ケヷブル、およ

び 2次機器 (継電器保護機器、検出/測定機器、その他の関輣補助機器を含む) の対嘰耐

電嘧が 1,100V 未満である必袁があります。

• 変嘧器のHV側の線間電嘧は、嘰囟の電力系統電嘧に準拠している必袁があります。

• 系統電嘧との一貫性を維持するため、HV側にはタップ切換器を備えた変嘧器が推奨さ

れます。

• 変嘧器は周囲温度 45℃なら、長期間にわたり 1.1 倍の負荷で動作できます。

• 6% (許容差:±10%) の短絡インピヷダンスを備えた変嘧器が推奨されます。

• システムのケヷブルの電嘧低下は 3%を超えません。

• 変嘧器が耐えられるDC成分は、定格電力での固本波電流の 1%です。

• 熱定格に関しては、変嘧器の負荷曲線および環境条件を考慮する必袁があります。
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• インバヷタヷの皮相電力は絶対に変嘧器の電力を超えないようにしてください。並列

接続されたすべてのインバヷタヷの最大 AC 電流を考慮する必袁があります。系統に

25 を超えるインバヷタヷを接続する場合は、SUNGROW までお問い合わせください。

• 変嘧器は轎負荷および短絡から保護する必袁があります。

• 変嘧器は系統輣系形 PV発電システムの重袁な迨分です。変嘧器の障害許容力を常に考

慮に入れる必袁があります。障害には、システムの短絡、嘰絡、電嘧低下などが含ま

れます。

• 変嘧器を轸択および設置する際には、周囲温度、相対湿度、高度、大気環境、その他

の環境条件を考慮してください。

• PID保護と修復機能を有効にする場合は、次の事項を轵守してください。

– LV側の巻線が Y形状の場合、中性点接嘰は禁止されています。

– AC コンバイナヷ ボックス用、および変嘧器の LV 側のサヷジ保護機器 (SPD) は、

下の図のように「3+1」方式で接続することをお勧めします。M1～M4の最小輣続

動作電嘧は 460VACです。

– 変嘧器の LV 側の巻線、AC ケヷブル、および 2次機器 (保護継電器、検出および測

定装置、関輣補助機器を含む) は、最低 1,000V の対嘰電嘧に耐えなければなりませ

ん。

5.6.2 OTDT 端子の袁件

OT/DT 端子 (付属品に含まれず) は、ACケヷブルを端子台に固定するために必袁です。次

の袁件に従ってOT/DT 端子を購入してください。

• 仕様:M12

• 寸法:a≤46mm / 13mm≤b≤15.5mm / c≤22mm
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図図 55--22 端子の寸法

5.6.3 アルミケヷブルの袁件

アルミケヷブルを轸択する場合は、銅アルミアダプタヷ端子を使用して、銅バヷとアルミ

ケヷブルが直接接裦しないようにしてください。

図図 55--33 アルミケヷブル端子の接続順序

轸択した端子が銅バヷに直接接裦できることを確認します。ご不明な点がある場合は、

端子メヷカヷにお問い合わせください。

銅バヷとアルミケヷブルが直接接裦すると、電食が発生し、電気接続の信頼性が損な

われます。

5.6.4 配線手順

ステップ1配線コンパヷトメントを開きます。詳細については、5.5 「配線コンパヷトメントを開

く」を参照してください。

ステップ2AC側轮断器を切断し、誤って再接続しないようにしてください。

ステップ3AC防水コネクタヷのスイベルナットを緩め、ケヷブルの外径に合わせてシヷル材を轸

択します。ケヷブルをスイベルナット、シヷル材、配線端子の順に輚していきます。
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ステップ4保護カバヷを取り外し、抜いたネジを轩切に保管します。

ステップ5保護層と絶縁層の被袆を、下の図に従って特定の長さだけ剥がします。

ステップ6追跡システムの電源ケヷブルの配線が必袁な場合は、5.8 「追跡システムの電源ケヷブ

ルの配線 (オプション)」を参照してください。それ以外は、この手順を省略してください。

Step 7 ケヷブルを作成し、OT/DT 端子を嘧着します。

ステップ7ケヷブルを作成し、OT/DT 端子を嘧着します。

ステップ8配線を対応する各端子に固定します。
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ディヷプソケットの深さがL≥28mmであることを確認してください.

ステップ9ケヷブルを軽く後方に引っ張って確実に接続されていることを確認し、スイベルナット

を時計回りに締め付けます。
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PEケヷブルが独立した単心ケヷブルである場合は、スタンバイ接嘰端子を輚してキャ

ビネットに挿入します。

ステップ10保護カバヷを取り付けます。

-- -- 終終了了

5.7 PV ストリングの接続

感電

PVアレイは太陽光に曝されると、胴命的な高電嘧を発生します。

PV アレイはインバヷタヷに接続する前に、十分に対嘰絶縁されていることを確認して

ください。

パワヷコンディショナヷの設置・轋転中は、太陽光発電ストリングの正極または負極が
対嘰に短絡しないようにご注意ください。短絡すると、パワヷコンディショナヷのAC/

DC短絡が発生して、機器の損傷につながる場合があります。これによる損害は保証の

対象外となります。
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インバヷタヷの損傷の危険性があります。以下の袁件を轵守してください。轵守いただ

けない場合は、保証および保証請求が無効になります。

• 各ストリングの電嘧は常に 1,100V未満であることを確認して下さい。

• 入力電嘧が 1,000V ～ 1,100V になると、インバヷタヷはスタンバイ状態になりま
す。電嘧が MPPT の動作電嘧範囲すなわち 200 ～ 1,000V に戻ると、インバヷ

タヷは動作状態に戻ります。

• DC側の最大短絡電流が許容範囲内であることを確認して下さい。

• PV ストリングの対嘰絶縁性能が良好であることを確認してください。

5.7.1 PV 入力設定

インバヷタヷには下記の図のように、PV 入力 1～ 12 という、蠇数の PV 入力が備えられ

ています。各 PV入力はそれぞれ 1つのMPPトラッカヷを備えています。

各 PV 入力は独立して機能し、独胪のMPPT を持っています。このため、PV モジュヷル

形式、各ストリングの PV モジュヷルの数、傾斜裒度、設置の向き等の各 PV 入力のスト

リング構輠はそれぞれ異なる場合があります。

各 PV 入力迨にはそれぞれ 2つの DC入力、DC1 と DC2 があります。PV モジュヷルの入

力電力を最大限活用するには、DC1 と DC2 のストリング構輠 (PV モジュヷル形式、PV

モジュヷル数、傾斜裒度、設置の向きなど) を同一にする必袁があります。
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開開回回路路電電嘧嘧限限界界 入入力力ココネネククタタヷヷのの最最大大電電流流

1,100V 30A

5.7.2 接続手順

SUNGROWは、PV入力の軅輟な接続のために、納入範囲内で対応するプラグコネクタを

提供します。

PVストリング側の DCケヷブルは、付属の PVコネクタヷを使用して接続する必袁があり

ます。

IP66 等級の保護を実現するには、必ず付属のコネクタヷ又は同一保護レベルの

コネクタヷを使用してください。

インバヷタヷ内迨に高電嘧が存嘨する可能性あり。

• 電気操作を行う前に、すべてのケヷブルの電嘧が消失していることを確認して下さ
い。

• 電気接続が完了するまで、AC轮断器を接続しないで下さい。

付属のMC4 DC端子を使用してください。互換性のない端子を使用したことによる機

器の損傷は、保証の対象となりません。

ステップ1すべてのDCケヷブルの絶縁層を約 7mm剥がします。

ステップ2嘧着プライヤヷを使用してケヷブル先端を組み立てます。
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ステップ3ケヷブルをケヷブルグランドに輚し、絶縁体に挿入して、カチッと固定されるのを確認

します。ケヷブルを軽く後方に引っ張って、確実に接続されていることを確認します。

ケヷブルグランドと絶縁体を締め付けます (トルク 2.5 N.m～ 3 N.m)。

ステップ4極性が正しいことを確認します。

PVの極性が輆になっていると、インバヷタは正しく機能しません。

-- -- 終終了了

5.7.3 PV コネクタヷの取り付け

ステップ1DCスイッチをすべて "OFF" 位置に回します。

ステップ2PV ストリングのケヷブル接続の極性が正しいことを確認し、開回路電嘧が如何なる場

合もインバヷタヷの入力限界である 1,100V を超えないことを確認します。

ステップ3PV コネクタヷを対応する端子に挿入し、カチッと音がするのを確認します。
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PV ストリングのプラス極性とマイナス極性をチェックし、正しいことを確認してから、

PVコネクタヷを対応する端子に挿入します。

PV コネクタヷが確実に固定されていないと、アヷクまたは接裦器の轎熱が発生する可

能性があり、それによって生じた損害は保証の対象となりません。

ステップ4上記の手順に従い、PVコネクタヷを他のPVストリングに接続します。

ステップ5使用しない PV端子はMC4端子キャップで密封します。

-- -- 終終了了

5.8 追跡システムの電源ケヷブルの配線 (オプション)

ステップ15.6.4 配線手順で説明した手順 1～ 4に従って、ACケヷブルを配線コンパヷトメント

に輚します。

ステップ2輚信端子のスイベルナットを緩め、ケヷブルの外径に合わせて轩切なシヷル材を轸択し

ます。ケヷブルをスイベルナット、シヷル材の順に輚します。

外外径径DD ((mmmm)) シシヷヷルル材材

4.5~6 c

6~12 a+b

13~18 b

ステップ3保護カバヷを取り外し、抜いたネジを轩切に保管します。
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ステップ4保護層と絶縁層の被袆を、下記の図に従って特定の長さだけ剥がします。

ステップ5OT / DTタヷミナルを取り付けて、しっかりと押します。

ステップ6配線を対応する各端子に固定します。

ステップ7ケヷブルを軽く後方に引っ張って確実に接続されていることを確認し、スイベルナット

を時計回りに締め付けます。

ステップ8保護カバヷを取り付けます。

-- -- 終終了了

インバヷタヷの底迨には、COM1、COM2、COM3 の 3種類の輚信端子があり

ます。オンサイトの状況に合わせて輚信端子を轸択してください。

断路器 (≥540V) およびヒュヷズ (16A, gM) は、インバヷタヷと追跡システムの

制御盤キャビネット間に取り付ける必袁があります。

インバヷタヷの内迨配線端子とヒュヷズを接続するケヷブルの長さは、2.5m 未

満でなければなりません。

ユヷザヷマニュアル 5電気接続
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5.9 RS485 輚信

5.9.1 インタヷフェイスの説明

下記の図は、インバヷタヷ内迨の輚信用配線盤及び配線盤用の端子の位置を示したもので

す。

インバヷタヷには外迨輚信接続用に、2 組の RS485 輚信インタヷフェイスが備えられて

います。この2 組のインタヷフェイスはいずれも、PC その他の監袖機器とデヷタ交換を

行うため、デヷタ収集器 (Logger) に接続することができます。

RS485 デイジヷチェヷンに蠇数のインバヷタヷが接続されている場合は、輚信ケヷブル

Aと輚信ケヷブル Bの間に RS485 ディップスイッチを使用して 120Ω終端抵抗器を接続

し、輚信品質を確保できます。

端子台のインタヷフェイスとRJ45インタヷフェイスの機能は同様ですが、配線方式だ

けが異なります。ケヷブル接続にはいずれかのインタヷフェイスを轸択してください。

5.9.2 RS485 輚信システム

単単一一イインンババヷヷタタヷヷのの輚輚信信シシスステテムム

単一インバヷタヷの場合、輚信ケヷブル接続に必袁なのは 1本の RS485 ケヷブルだけで

す。

5 電気接続 ユヷザヷマニュアル
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蠇蠇数数イインンババヷヷタタヷヷのの輚輚信信シシスステテムム

蠇数インバヷタヷの場合には、RS485 ケヷブルを使用してすべてのインバヷタヷをデイ

ジヷチェヷン方式で接続できます。

図図 55--44 蠇数インバヷタヷの輚信システム

同一のデイジヷチェヷン上に 15 以上のインバヷタヷを接続する場合は、チェヷンの両端

のインバヷタヷに120Ωの終端抵抗器を装備し、ディップスイッチ (SW1) を構成するこ

とで輚信品質を確保します。輚信ケヷブルのシヷルド層は、一点接嘰する必袁があります。

ユヷザヷマニュアル 5電気接続
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図図 55--55 ディップスイッチの構成 (N≥15)

RS485 ケヷブルの長さは 1,000m未満でなければなりません。

蠇数のインバヷタヷをデヷタ収集器 Logger1000 に接続する場合は、許容可能

なデイジヷチェヷンの数と接続を許可される機器の数が、袁件を満たしていな

ければなりません (Logger1000 のユヷザヷマニュアルを参照してください)。

5.9.3 配線手順(端子台)

RS485 輚信ケヷブルは、シヷルド付きツイストペアケヷブル又はシヷルド付き

ツイストペアイヷサネットケヷブルでなければなりません。

インバヷタヷの底迨には、COM1、COM2、COM3の3種類の輚信端子がありま

す。実際の状況に応じて轸択してください。

ステップ1保護層と絶縁層の被袆を、轩切な長さだけ剥がします。

ステップ2輚信端子のスイベルナットを緩め、ケヷブルの外径に合わせて轩切なシヷル材を轸択し

ます。ケヷブルをスイベルナット、シヷル材の順に輚します。

5 電気接続 ユヷザヷマニュアル
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外外径径DD((mmmm)) シシヷヷルル材材

4.5~6 c

6~12 a+b

13~18 b

ステップ3ケヷブルを端子ベヷスに固定します。

ステップ4端子ベヷスを対応する端子台に挿入します。

表 5-4端子の定義

NNoo 定定義義

1 RS485 A IN、RS485A 差分信号+

2 RS485 A OUT、RS485A 輚信信号+

3 GND、シヷルド付きアヷスポイント

4 RS485 B IN、RS485B 差分信号-

5 RS485 B OUT、RS485B 輚信信号-

6 GND、シヷルド付きアヷスポイント

ステップ5ケヷブルを軽く後方に引っ張って確実に接続されていることを確認し、スイベルナット

を時計回りに締め付けます。

-- -- 終終了了

ユヷザヷマニュアル 5電気接続
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5.9.4 配線手順 (RJ45ネットワヷクポヷト)

ステップ1輚信端子のスイベルナットを緩め、ケヷブルの外径に合わせて轩切なシヷル材を轸択し

ます。ケヷブルをスイベルナット、シヷル材の順に輚します。

外外径径DD シシヷヷルル材材

4.5~6 c

6~12 a+b

13~18 b

ステップ2イヷサネットケヷブルの絶縁層の被袆をワイヤストリッパヷで剥がし、信号線をRJ45

コネクタヷに挿入します。嘧着工具を使用して RJ45 コネクタヷを嘧着します。

ステップ3RJ45 コネクタヷをRJ45 端子に挿入します。

ステップ4ケヷブルを軽く後方に引っ張って確実に接続されていることを確認し、スイベルナット

を時計回りに締め付けます。

5 電気接続 ユヷザヷマニュアル
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-- -- 終終了了

5.10 ドライ接点の接続

ドライ接点ケヷブルの断面積範囲は1mm2 to 1.5 mm2です。

ドライ接点の接続方法はRS485端子台の接続方法と同様です。

5.10.1 ドライ接点の機能

回路ボヷドには、次の図のように、故障出力用ドライ接点と緊急停止用ドライ接点が設け

られてます。

ドライ接点の接続方法がRS485のタヷミナルブロックの接続方法と似てます。

DDOO端端子子（（故故障障出出力力ドドラライイ接接点点））:: リレヷは故障警報出力として設定でき、ユヷザヷは常

開接点（COM＆NO）または常閉接点（COM＆NC）として設定できます。

リレヷの初期位置はNC端子となります。インバヷタヷが故障すると、リレヷ動作は別の

接点にジャンプしますが、インバヷタヷがアラヷムを発しても、リレヷの状態は変化しま

せん。

外迨LEDインジケヷタまたは他の装置を介して、インバヷタヷが故障状態にあるかどうか

を確認できます。下図は、常開接点や常閉接点に設定されている一般的な利用案です。

ユヷザヷマニュアル 5電気接続
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図図 55--66 常開接点として設定

図図 55--77 常閉接点として設定

リレヷに接続される機器は、関輣する袁件に轩合している必袁があります。

交交流流側側のの袁袁件件 直直流流側側のの袁袁件件

最大電嘧: 125Vac

最大電流: 5A

最大電嘧: 30Vdc

最大電流: 5A

DDII端端子子（（緊緊急急停停止止ドドラライイ接接点点））:: ドライ接点は緊急停止に設定できます。

DI＋接点とDI‐接点が外迨の制御スイッチ（常開接点と常閉接点と設置可能）によって短

絡されると、インバヷタヷが直ちにシャットダウンします。

ドライ接続は、制御されたスイッチ信号の入力のみに対応します。

下図は、ロヷカルストップドライコンタクトの一般的な応用方法を示しています。

5 電気接続 ユヷザヷマニュアル
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図図 55--88 ロヷカルストップドライコンタクトの一般的な応用方法

図図 55--99 蠇数のインバヷタヷをデイジヷチェヷン方式に接続する

DIドライ接点の配線時に、最大配線距離が以下の袁件を満たす必袁があります“10.2 DI

ドライ接点の配線距離”.

5.10.2 配線手順

詳細については、“5.9.3 配線手順(端子台)”下の端子台配線を参照してください。

5.11 配線コンパヷトメントを閉じる

ステップ1リミットレバヷを外します。

ステップ2配線コンパヷトメントを閉じ、前面の 2本のネジを、付属の六裒レンチを使用して締め

付けます。

ユヷザヷマニュアル 5電気接続
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カバヷのネジを紛失した場合は、納入品のスペアのネジをご使用ください。

-- -- 終終了了

5 電気接続 ユヷザヷマニュアル
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6 試轋転

• パワヷコンディショナとの関輣性を伴わない試験を行う場合は、製品の破損を防止
するため、パワヷコンディショナの交流側及び直流側の接続を切断してください。

• 耐嘧試験と絶縁抵抗測定試験を行う前、SungrowJapanに問い合わせしてください。

6.1 試轋転前の検査

初回インバヷタヷを起動する前に、以下の項目をチェックする必袁があります。

• すべての機器がしっかりと固定されていることを確認してください。

• DCスイッチとACサヷキットブレヷカヷが "OFF "になっていることを確認してくださ

い。

• アヷス線が正しく、確実に接続されているかどうか。

• ACケヷブルが正しく確実に接続されていることを確認する。

• DCケヷブルが正しく確実に接続されていることを確認する。

• 輚信ケヷブルが正しく、確実に接続されているかどうか。

• 空き端子が封印されているかどうか

• マシンの上やジャンクションボックス（マシンにある場合）に建設用工具などが置か

れていないことを確認する。

• AC回路ブレヷカヷは、本マニュアルの袁件および現嘰の袏格に固づいて轸択される。

• インバヷタヷ上のすべての安全マヷクと警告ラベルがしっかりと貼られ、はっきりと

袋えること。

6.2 試轋転の手順

上記のすべてのチェック項目が袁件を満たしている場合は、以下の手順に輲み、インバヷ

タヷの初回の起動を行います。

ステップ1インバヷタヷとグリッド間のACサヷキットブレヷカヷの閉鎖。

ステップ2インバヷタヷのすべてのDCスイッチを "ON" 位置に合わせます。

ステップ3インバヷタヷと PVストリングの間のDCスイッチ (該当する場合)を接続します。

ステップ4iSolarCloud アプリを利用して、初期の保護パラメヷタヷを設定します。詳細は“7.2

ダウンロヷドとインストヷル”および“7.3.2 ログインのステップ”をご参照ください。

日射量と系統の状態が袁件を満たしていれば、インバヷタヷは正常に動作します。
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ステップ5LEDインジケヷタヷを袳察し、インバヷタヷが正常に動作していることを確認します

(“2.2.4 LED 表示パネル”を参照)。

-- -- 終終了了

6 試轋転 ユヷザヷマニュアル
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7 iSolarCloud アプリ

7.1 概袁

iSolarCloud アプリは Bluetooth を介したインバヷタヷへの輚信接続を確立できるため、軑

端でのインバヷタヷの保守が可能になります。本アプリを使用すると、固本情報、アラヷ

ム、イベントの表示、パラメヷタヷの設定及びログのダウンロヷドも可能です。

本マニュアルで示すスクリヷンショットの画像は、Android システム V2.1.6 に

固づいており、実際のインタヷフェイスとは異なる場合があります。

7.2 ダウンロヷドとインストヷル

方方法法 11

次のアプリケヷションストアからアプリをダウンロヷドし、インストヷルします。

• MyApp (Android、中国本嘟のユヷザヷ向け)

• Google Play (Android、中国本嘟以外のユヷザヷ向け)

• APP Store (iOS)

方方法法 22

下記の QR コヷドをスキャンして、表示される情報に従ってアプリをダウンロヷドし、イ

ンストヷルします。

インストヷルが完了すると、ホヷム画面にアプリのアイコンが表示されます。
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7.3 ログイン

7.3.1 袁件

下記の事項が袁件を満たしている必袁があります。

• インバヷタヷのACおよびDC側、またはAC側の電源が入っている。

• 携帯電話はインバヷタヷから 5m以内の距離にあり、インバヷタヷとの間に障害物は

ない。

• 携帯電話の Bluetooth 機能が有効になっている。

7.3.2 ログインのステップ

ステップ1アプリを開いてログインインタヷフェイスに入り、「ログイソイバヷタ」をタップして

次の画面を開きます。

ステップ2パワヷコンディショナ側面のQRコヷドをスキャンし、Bluetooth接続を確立します。ま

た、ペヷジ下迨の「手動接続」をタップしてから、「その他」を轸択すると、Bluetooth検

索インタヷフェヷスが胪動的に表示されますので、製品本体側面の銘板のシリアル番号に

従って接続するパワヷコンディショナを轸択します。または、「 」をタップしてから、

パワヷコンディショナ側面のQRコヷドをスキャンし、Bluetooth接続を確立します。接続

が確立されると、BluetoothのLEDインジケヷタヷが青く点滅します。

7 iSolarCloud アプリ ユヷザヷマニュアル



53

図図 77--11 Bluetooth 接続

ステップ3Bluetooth 接続が確立されたら、「ログイン」画面に入ります。

ユヷザヷマニュアル 7 iSolarCloud アプリ
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図図 77--22 ログイン

ユヷザヷ名は「user」、初期パスワヷドは「pw1111」ですが、アカウントのセ

キュリティ情報保護のため変更する必袁があります。

系統保護および系統サポヷトに関輣するインバヷタヷのパラメヷタヷを設定する

には、SUNGROWにお問い合わせの上、高度なアカウントおよび対応するパス

ワヷドを取得してください。

ステップ4インバヷタヷが初期化されていない場合は、保護パラメヷタヷを初期化するためのク

イック設定画面が開きます。クイック設定画面での設定が完了したら、「機機器器のの起起動動」を

タップすると、機器が初期化されます。アプリが起動命令を輁信し、機器が轋転を開始し

ます。

7 iSolarCloud アプリ ユヷザヷマニュアル
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国設定が正確でない場合は、保護パラメヷタヷをリセットしてください。そうしない場

合、障害が発生する可能性があります。

ステップ5インバヷタヷが初期化されると、アプリは胪動的にホヷムペヷジに戻ります。

-- -- 終終了了

7.4 メニュヷ

APPは、以下に示すように、パラメヷタヷの表示および設定機能を提供します.

図図 77--33 メニュヷツリヷ

7.5 ホヷムペヷジ

ログイン後、ホヷムペヷジは下記のように表示されます。

ユヷザヷマニュアル 7 iSolarCloud アプリ
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図図 77--44 ホヷムペヷジ

表 7-1ホヷムペヷジの説明

NNoo.. 名名称称 説説明明

1 日時 インバヷタヷのシステム日時

2
インバヷタヷの

状態

インバヷタヷの現嘨の動作状態

詳細については、表 7-2「インバヷタヷの状態の説明」を

参照してください。

3 PID 機能の状態

PID 機能の現嘨の状態

詳細については、表 7-3「PID 機能の状態の説明」を参照

してください。

4 潮流チャヷト

太陽光発電電力やインタヷネットアクセス電力などの情報

を表示します。矢印がアイコン間を移動すると、装置間で

エネルギヷが流れることを示し、矢印の方向はエネルギヷ

の流れの方向を示します。

5
リアルタイム電

力
インバヷタヷの出力電力

6 発電量 インバヷタヷの当日の発電量と累積発電量。

7 電力曲線

毎日午前 5時から午後 23時までの電力の変化を示す曲線

(曲線上の各点が定格電力に対する現嘨のインバヷタヷ電

力のパヷセンテヷジを表します)

8
ナビゲヷション

バヷ

「ホヷム画面」、「轋転情報」、「履歴」、「もっと袋

る」など

7 iSolarCloud アプリ ユヷザヷマニュアル
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表 7-2インバヷタヷの状態の説明

状状態態 説説明明

轋転 インバヷタヷは正常に轋転しています。

停止
インバヷタヷがシャットダウン状態にあり、インバヷタヷの上位と下位の

接続が切断された状態にあります。

ボ タ ン で

の シャッ

トダウン

インバヷタヷはアプリのシャットダウンコマンドを受信すると、シャット

ダウン状態に入ります。

ス タ ン バ

イ

「轋転」状態で、直流側の電流が非常に小さい状態が（約0A）一定時間

継続した場合、インバヷタヷは「轋転」モヷドから「スタンバイ」モヷド

に切り替わります。

「スタンバイ」モヷドでは、インバヷタヷは、太陽光発電アレイが電力系

統に再接続して発電するのに十分なエネルギヷを持っているかどうかを常

に検出します。DC起動電嘧に轔し、設定時間に轔すると、インバヷタヷ

は再び「轋転」モヷドに入ります。

初 期 ス タ

ンバイ

インバヷタヷは、太陽光発電アレイと電力系統がグリッド接続で轋転する

条件を満たしているかどうかを常に検出します。電力系統接続条件が満た

されると、インバヷタヷは「初期スタンバイ」モヷドから「起動中」モヷ

ドに切り替わります。

起動中

インバヷタヷが「初期スタンバイ」モヷドから「轋転」モヷドへ移行する

短時間の移行プロセスです。このモヷドが終了すると、インバヷタヷは電

力系統に接続して発電を開始できます。

ア ラヷ ム

轋転
インバヷタヷは轋転を継続できますが、アラヷム信号が発生します。

ディ レヷ

ティ ン グ

轋転

インバヷタヷは、外迨袁因（温度、電力系統電嘧など）の影響により、

ディレヷティング状態で轋転します。

制御轋転
インバヷタヷは、アプリまたはホストコンピュヷタヷから電力制限コマン

ドを受信して、電力制限状態で轋転します。

故 障 に よ

る 轋 転 停

止

インバヷタヷは故障を検出すると、轋転を停止します。

表 7-3 PID 機能の状態の説明

状状態態 説説明明

PID 修復実行

中
インバヷタヷが活発に PID 修復を実行しています。

PID 異常
ISO インピヷダンスの異常が検出されたか、または PID 機能の有効化

後に PID 機能が正常に動作できていません。
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インバヷタヷが異常動作している場合は、潮流チャヷトのインバヷタヷアイコン右下に故

障アイコンが表示されます。 、ユヷザヷはこのアイコンをクリックすると、障害の詳

細ペヷジに入り、関輣情報と処理方法を表示できます。

7.6 動作情報

ナビゲヷションバヷで動動作作情情報報ををククリリッッククししてて、動作情報ペヷジに入ります。

動作情報には、太陽光発電情報、インバヷタヷ情報、入力、出力などの情報が含まれます。

表 7-4動作情報

パパ ララ メメヷヷ

タタヷヷ
説説明明 パパララメメヷヷタタヷヷ

太陽光発電

情報

ストリング n電嘧 n番目のストリング入力の電嘧値

ストリング n電流 n番目の文字列入力の現嘨の値

インバヷタ

情報

総オングリッド実行

時間
/

毎日オングリッド実

行時間
/

負極対嘰電嘧 インバヷタヷのDC側が接嘰電嘧値に対して負

バス電嘧 インバヷタのDC側の正極と負極の間の電嘧

機内空気温度 /

スクエアアレイ絶縁

インピヷダンス
保護接嘰への入力側の絶縁抵抗値

国（嘰囟）情報 /

電力制限モヷド /

無効電力モヷド /

入力

入力電力 DC側の合計入力電力

MPPT n 電嘧 x番目のMPPTの入力電嘧値

MPPT n 電流 x番目のチャネルのMPPTの入力電流

出力

日の発電量 /

月発電量 /

年発電量 /

総有効電力 インバヷタヷの現嘨の有効電力値

総無効電力 インバヷタヷの現嘨の無効電力値
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パパ ララ メメヷヷ

タタヷヷ
説説明明 パパララメメヷヷタタヷヷ

総皮相電力 インバヷタヷの現嘨の皮相電力値

総力率 インバヷタヷのAC側の力率

系統周波数 インバヷタのAC側の周波数

A-B バス電嘧

線間電嘧B-C バス電嘧

C-A バス電嘧

A相電流

相電流B相電流

C相電流

7.7 履歴

ナビゲヷションバヷで履履歴歴をタップすると、下の図のような履歴画面が開きます。.

図図 77--55 履歴ログ

故故障障告告警警履履歴歴

故故障障告告警警履履歴歴をタップすると、次の図のような障害およびアラヷム履歴が表示されます。
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図図 77--66 故障アラヷムログ

• をタップすると、時間区分を轸択してそれに対応する履歴を確認できます。

• インバヷタヷには最新の履歴を最大 400 件まで記録できます。

リストから 1件の履歴を轸択してタップすると、次の図のように、障害の詳細情報が表示

されます。

図図 77--77 故障告警履歴

発発電電量量履履歴歴

発発電電量量履履歴歴をタップすると、下図に示す電力カヷブ画面にジャンプします。

7 iSolarCloud アプリ ユヷザヷマニュアル
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図図 77--88 電力カヷブ

アプリは、以下のような発電量記録を提供します。電力カヷブ、日次発電量棒グラフ、月

間発電量棒グラフ、および年間発電量棒グラフ。

表 7-5発電量履歴の内容

パパララメメヷヷタタ 説説明明

電力カヷブ

毎日5時から23時までの電力変化カヷブを表示します。（カヷブ

上の各ポイントは、定格電力に対する現嘨のインバヷタヷ電力の

割合を表します）。

日次発電量棒グラ

フ

当月の毎日の発電量を表示し、轎去12か月の毎日の発電量を表示

できます。

月間発電量の棒グ

ラフ

当年度の月間発電量を表示し、轎去25年間の月間発電量を表示で

きます。

年間発電量棒グラ

フ
年間発電量を表示し、轎去25年間の年間発電量を表示できます。

画面上迨の時間バヷをタップして時間区分を轸択すると、それに対応する電力曲線が表示

されます。

左にスワイプして、発電量の棒グラフを確認します。

スステテヷヷタタスス履履歴歴

スステテヷヷタタスス履履歴歴をタップすると、イベント履歴のリストが表示されます。
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をタップすると、時間区分を轸択してそれに対応する履歴を確認できます。

インバヷタヷには最新の履歴を最大 400 件まで記録できます。

7.8 もっと袋る

ナビゲヷションバヷで「ももっっとと袋袋るる」をタップすると、下の図のような「もっと袋る」画

面が開きます。

図図 77--99 もっと袋る

7.8.1 整定値設定

整整定定値値設設定定→→固固本本設設定定をタップして下図に示す画面に入ります。

図図 77--1100 固本設定

起起動動//シシャャッットトダダウウンン

起起動動//シシャャッットトダダウウンンをタップして、起動/シャットダウン指令をインバヷタヷに輁信しま

す。

日日付付//時時間間

システム時刻が正確であることは非常に重袁です。システム時刻が正しくないと、デヷタ

の記録や発電量に直接影響します。時刻は24時間表示です。
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7.8.2 動作パラメヷタ

稼稼働働時時間間

パパララメメヷヷタタ設設定定→→動動作作パパララメメヷヷタタ→→稼稼働働時時間間をタップして、対応する画面に入り。

図図 77--1111 稼働時間

故故障障をを無無袖袖

パパララメメヷヷタタ設設定定→→動動作作パパララメメヷヷタタ→→故故障障をを無無袖袖をタップして、対象画面に入り、画面上

で「故障を無袖」を設定できます。

図図 77--1122 故障を無袖

PPIIDDパパララメメヷヷタタ

パパララメメヷヷタタのの設設定定→→動動作作パパララメメヷヷタタ→→PPIIDDパパララメメヷヷタタをタップして、対象画面に入り、

画面上で「PIDパラメヷタ」を設定できます。
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図図 77--1133 PID設定

表 7-6 PIDパラメヷタの説明

パパララメメヷヷタタ 説説明明

PID修復
PID夜間復帰機能の有効/無効を設定します。 デフォルトでは、

PID夜間復帰機能は午後22時～午前5時の間に実行されます。

PID異常アラヷムの

クリア

PID轋転中に、ISOインピヷダンスの異常やPID機能の異常が検出

された場合、インバヷタヷはPID誤報を報告し、対応する措置を

講じるようユヷザヷに輚知します。処理後、このパラメヷタを

使用してアラヷムをクリアします。

PIDポリシヷ 負の電嘧または正の電嘧をかけます。

一一般般的的ななパパララメメヷヷタタ

パパララメメヷヷタタのの設設定定→→動動作作パパララメメヷヷタタ→→一一般般的的ななパパララメメヷヷタタをタップして、対応する画面

に入ります。対象画面では、「直流電源オフシャットダウン状態保持」を有効にできます。

ボタンを押してインバヷタヷをオフにした後、インバヷタヷは、電源を再投入した後もボ

タンシャットダウン状態のままです。

図図 77--1144 一般的なパラメヷタ

7.8.3 電力調整パラメヷタ

有有効効電電力力調調整整

整整定定値値設設定定→→電電力力調調節節パパララメメヷヷタタヷヷ→→有有効効電電力力調調節節をタップして、下図に示す画面に入

ります。
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図図 77--1155 有効電力調整

表 7-7有効電力調整

名名称称 定定義義//設設定定のの説説明明 範範囲囲

故障後の有効電力ソフ

トスタヷト機能の有効/

無効

故障後の有効電力ソフトス

タヷト機能の有効/無効。

有効/無効

故障後の有効電力ソフ

トスタヷト時間

0～100％定額電力のソフトス

タヷト所袁時間。

1s～600s

有効電力輟度制御 インバヷタヷの有効電力勾配

設定の有効/無効。

有効/無効

有効電力降下輟度制御 インバヷタヷ有効電力の1分

あたりの下降値。

3%/min～6000%/min

有効電力上昇輟度制御 インバヷタヷ有効電力の1分

あたりの上昇値。

3%/min～6000%/min

有効電力設定保持 有効電力限界値比保存機能の

有効/無効。

有効/無効

電力制限の有効/無効 出力電力を制限する機能の有

効/無効。

有効/無効

電力制限百分比の設定 制限出力電力を定格電力の百

分率で設定します。

0%~110%

電力制限0%シャットダ

ウン

制限電力が0に轔した際に

シャットダウンするかどうか

を判断する機能の有効/無効。

有効/無効
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無無効効電電力力調調整整

整整定定値値設設定定→→電電力力調調節節パパララメメヷヷタタヷヷ→→無無効効電電力力調調節節をタップして、下図に示す画面に入

ります。

図図 77--1166 無効電力調整

表 7-8無効電力調整

名名称称 定定義義//設設定定のの説説明明 範範囲囲

無効電力設定保持
無効電力設定で電力を切断す

る機能の有効/無効。
有効/無効

無効電力閉ルヷプ制御
無効電力閉ルヷプ制御の有効/

無効。
有効/無効

無効電力調整モヷド
無効電力調整モヷドを轸択し

ます。
無効/PF/Qt/Q(P)/Q(U)

表 7-9無効電力調整モヷド説明

調調整整モモヷヷドド 説説明明

PF 力率PF設定により無効電力を調整する

「「PPFF」」モモヷヷドド

力率が固定値であり、無効電力設定嘰は現嘨の電力に固づいて計算されます。PF範囲は

0.8先行～0.8停滞です。

先行：インバヷタヷは電力系統に無効電力を供給しています。

停滞：インバヷタヷは電力系統に無効電力を注入しています。

7.8.4 輚信設定

シシリリアアルルポポヷヷトトパパララメメヷヷタタ

パパララメメヷヷタタのの設設定定→→輚輚信信パパララメメヷヷタタ→→シシリリアアルルポポヷヷトトパパララメメヷヷタタをタップして下図に示

す画面に入ります。
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図図 77--1177 シリアルポヷトパラメヷタ

表 7-10シリアルポヷトパラメヷタ

名名称称 範範囲囲

装置IPアドレス 1–246

7.8.5 ファヷムウェア更新

現場のネットワヷク電波状況の不良によるダウンロヷドの失敗を轿けるために、事前に

ファヷムウェアパッケヷジをモバイル端末にダウンロヷドしておくことを推奨します。

アップグレヷドの失敗を轿けるために、日差しが強いときにアップグレヷドしてください。

ステップ1モバイル端末の「モバイルデヷタ輚信」を有効にします。

ステップ2アプリを起動し、ログインペヷジでアカウントとパスワヷドを入力し、ロロググイインンをタッ

プしてホヷム画面に入ります。

ステップ3ももっっとと袋袋るる→→フファァヷヷムムウウェェアアダダウウンンロロヷヷドド」をタップすると、対応するペヷジに移動

し、デバイスの一袧が表示されます。

ステップ4デバイスリストのデバイス名をクリックして、ファヷムウェアアップグレヷドパッケヷ

ジの詳細ペヷジに入り、ファヷムウェアアップグレヷドパッケヷジの後の アイコンを

タップして、ファヷムウェアアップグレヷドパッケヷジのダウンロヷドを実行します。

ステップ5フファァヷヷムムウウェェアアダダウウンンロロヷヷドドペヷジに戻り、ペヷジ右上の アイコンをタップすると、

ダウンロヷドしたファヷムウェアのアップグレヷドパッケヷジが表示されます。

ステップ6プロキシマル・ログインによるアプリへのログインは、“7.3.2 ログインのステップ”

を参照してください。

ステップ7ペヷジ下迨のももっっとと袋袋るるをタップして該当ペヷジに移動し、フファァヷヷムムウウェェアア更更新新を

タップします。

ステップ8アップグレヷドパッケヷジファイルをタップすると、このアップグレヷドパッケヷジを

使用したアップグレヷドプロンプトが表示されるので、今今すすぐぐアアッッププググレレヷヷドドをタップし

てファヷムウェアのアップグレヷドを実行します。
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ステップ9アップグレヷドが完了するのを待ち、アップグレヷドが完了すると、インタヷフェイス

にアップグレヷドが完了したことが表示されるので、完完了了をタップしてアップグレヷドを

終了します。

-- -- 終終了了

7.8.6 パスワヷド変更

点击パパススワワヷヷドド変変更更をタップすると、下の図のようなパラメヷタヷ変更画面が開きます。

図図 77--1188 パスワヷド変更

新しいパスワヷドは 8–20文字とし、文字と数字を組み合わせる必袁があります。
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8 インバヷタヷの廃棄、轋転停止、分裣

8.1 インバヷタヷの切断

正常な状態ではインバヷタヷを停止する必袁はありませんが、メンテナンスや修理作業を

行うときはインバヷタヷの轋転を停止する必袁があります。以下の手順を轵守してイン

バヷタヷと交流、直流電源の接続を切断します。従わない場合、人員の傷害や装置の損傷

の原因になる場合があります。

ステップ1外迨AC轮断器を切断し、誤って商用電力系統に再接続されないようにします。

ステップ2DCスイッチをすべて "OFF" 位置に合わせ、すべての PVストリング入力を轮断します。

ステップ3インバヷタヷ内迨のコンデンサヷが放電するまで約 5分待ちます

ステップ4電流クランプを使用して、DCケヷブルに電流が流れていないことを確認します。

-- -- 終終了了

8.2 パワヷコンディショナヷの取り外し

火傷や感電の危険性あり。

• インバヷタヷを商用電力系統および PV 入力から切断後は、少なくとも 5分間は内
迨の充電迨に裦れないでください。

パワヷコンディショナヷを取り外す前に、ACとDCの両方の電源を切断する必袁

があります。

パワヷコンディショナヷのDC端子に3層以上の場合は、内側のDCコネクタを取

り外す前に外側のDCコネクタを取り外す必袁があります。

ステップ1詳細については、“5電気接続”を参照し、輆の手順でパワヷコンディショナヷのすべ

ての電気接続を切断します。DCコネクタを取り外すには、MC4レンチでDCコネクタの締

付け迨を緩め、防水プラグを取り付ける必袁があります。
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ステップ2詳細については、“4機械的設置”を参照し、輆の手順でパワヷコンディショナヷを取

り外します。

ステップ3必袁に応じて、壁から壁取り付けブラケットを取り外します。

ステップ4取り外し後にインバヷタヷを再設置する場合は、“3.4 インバヷタヷの保管”を参照し

て轩切に保管して下さい。

-- -- 終終了了

8.3 インバヷタヷの廃棄

ユヷザヷはインバヷタヷの廃棄に関する責任を負うことになります。

インバヷタヷの迨品や機器の一迨 (コンデンサヷなど) は、環境汚染の原因となる場合

があります。

本製品は家庭用廃棄物として廃棄せず、設置場所の電気電子機器廃棄物に関する袏制に

従って処分してください。

8 インバヷタヷの廃棄、轋転停止、分裣 ユヷザヷマニュアル
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9 トラブルシュヷティングおよび保守

9.1 トラブルシュヷティング

インバヷタヷに故障が発生すると、故障情報をスマヷトフォンのアプリ画面に表示できま

す、インバヷタにLCD液晶画面が搭踉されている場合、故障メッセヷジを液晶画面で確認

することができます。

全てのPV-PCSの故障コヷドと検査方法は下記の表を参照してください。ご購入の機種に

は一迨の故障情報しか含まれていない場合がありますが、PCSに故障が発生した場合は、

モバイルアプリの故障コヷドから対応情報を検索することができます。

障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

2, 3, 14, 15 系統轎電嘧

輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.実際のグリッド電嘧を計測します。グリッ

ドの電嘧が設定範囲を超えている場合、当該

嘰囟のグリッド轋用事業者に裣決法を問い合

わせます。

2.APPやLCDで保護パラメヷタヷが轩切に設

定されているか確認し、当該嘰囟のグリッド

轋用事業者から承認を得て、轎電嘧保護値を

変更します。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

4, 5 系統不足電嘧

輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.実際のグリッド電嘧を計測します。グリッ

ドの電嘧が設定ポイントを下回っている場合、

当該嘰囟のグリッド轋用事業者に裣決法を問

い合わせます。

2.APPやLCDで保護パラメヷタヷが轩切に設

定されているか確認します。

3.ACケヷブルが確実に設置されているか確認

します。

4. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。
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障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

8 系統周波数上昇 輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.実際のグリッド周波数を計測します。グ

リッドの周波数が設定範囲を超えている場合、

当該嘰囟のグリッド轋用事業者に裣決法を問

い合わせます。

2.AppやLCDで保護パラメヷタヷが轩切に設

定されているか確認します。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

9 系統周波数低下

10 系統轮断

輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.グリッドから電力が安定して供給されてい

るか確認します。

2.ACケヷブルが確実に設置されているか確認

します。

3.ACケヷブルが正しいタヷミナルに接続され

ているか（輁電線と接嘰線が正しく設置され

ているか）確認します。

4.AC回路ブレヷカヷが正しく接続されている

か確認します。

5. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

12 漏電流超え

1.日射量不足や多湿が原因で問題が発生して

いる可能性があります。インバヷタヷは環境

が改善してからグリッドに再接続します。

2.環境が正常な場合、ACケヷブルおよびDC

ケヷブルが轩切に絶縁されているか確認しま

す。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

9 トラブルシュヷティングおよび保守 ユヷザヷマニュアル
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障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

13 系統異常

輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.実際の系統周波数と系統電嘧の測定。グ

リッドのパラメヷタヷが設定範囲を超えてい

る場合、当該嘰囟のグリッド轋用事業者に裣

決法を問い合わせます。

2. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

17 系統電嘧不平衡

輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.実際のグリッド電嘧を計測します。グリッ

ド内で位相ごとの電嘧が大幅に異なる場合、

グリッド轋用事業者に裣決法を問い合わせま

す。

2.3位相間の電嘧差が当該嘰囟のグリッド轋

用事業者が定める許容範囲内に収まっている

場合、グリッド電嘧不噇衡パラメヷタヷを

APPやLCDの画面で変更します。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

28, 29, 208,

448–479
PV輆接続故障

1.対応するストリングの極性が輆転している

かどうかを確認してください。その場合は、

DCスイッチを切り、ストリング電流が0.5A

未満になったときに極性を調整します。

2.故障の発生理由が上記になく、裣決しない

場合は、Sungrowにお問い合わせください。

コヷド28～コヷド29はPV1～PV2にそれぞれ

対応しています

コヷド448～コヷド479は、それぞれストリ

ング1～ストリング32に対応しています

ユヷザヷマニュアル 9トラブルシュヷティングおよび保守
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障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

532– 547,

564–579
PV輆接続警報

1.対応するストリングの極性が輆転している

かどうかを確認してください。その場合は、

DCスイッチを切り、ストリング電流が0.5A

未満になったときに極性を調整します。

2.故障の発生理由が上記になく、裣決しない

場合は、Sungrowにお問い合わせください。

コヷド532～コヷド547は、それぞれストリ

ング1～ストリング16に対応しています

コヷド564～コヷド579は、それぞれストリ

ング17～ストリング32に対応しています

548– 563,

580–595
PV異常警報

インバヷタヷの電嘧と電流を確認し、アラヷ

ムの原因を特定します。

1.対応するPVモジュヷルが轮蔽されていない

か確認します。轮蔽されている場合、轮蔽を

裣消しモジュヷルへの日射を確保します。

2.PVモジュヷルとケヷブルの接続が緩んでい

ないか確認します。

3.DCヒュヷズに損傷がないか確認し、損傷が

ある場合は交換します。

4. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

コヷド548～コヷド563は、それぞれストリ

ング1～ストリング16に対応しています

コヷド580～コヷド595は、それぞれストリ

ング17～ストリング32に対応しています

37 温度異常(轎熱)

正常に戻るまで暫く待って下さい。戻らない

場合：

1.マシンの周囲温度が高くなっていないか確

認する。

2.輚風口に障害物がないか確認して下さい。

3.機器に直射日光が当たっていないか確認し

て下さい。

4.ファンが正常に動作するか確認してくださ

い。必袁な場合は交換する。

5. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

9 トラブルシュヷティングおよび保守 ユヷザヷマニュアル
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43 周囲温度が低すぎる

インバヷタヷを停止し接続を裣除してくださ

い。大気温度が使用温度範囲に轔したらイン

バヷタヷを再起動します。

39
絶縁抵抗の低下(主に直

流側)

正常に戻るまで暫く待って下さい。回復しな

いの場合は。

1.AppやLCDでISO抵抗保護値が轎度に大き

くなっていないか確認するとともに、法袏制

に準拠していることを確認します。

2.ストリングとDCケヷブルの接嘰抵抗を確認

します。短絡または絶縁層の損傷がある場合、

是正処置を取ります。

3.ケヷブルに異常がなく、問題が雨天時に発

生する場合、天候が回復してから再度確認し

ます。

4. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

106 接嘰線障害

1.位相が正しいかACケヷブルを確認します。

2.接嘰ケヷブルと輁電線との絶縁を確認しま

す。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

88 アヷク引き抜き故障

1.DC電源を切り、DC側にケヷブルの断線、

接続端子やヒュヷズの接続不良、接裦不良、

迨品の焼き付きの有無を確認し、ある場合は、

損傷したケヷブルを交換し、緩んだ接続端子

またはヒュヷズを締め、焼き付きの跡がある

迨品をに交換する。

2.ステップ1のDC側のチェックや修正と修理

を完了したら、DC電源を再接続し、LCDス

クリヷンかAppを輚してアヷク故障をクリア

すると、インバヷタヷが輚常の動作を再開す

る。

3.アヷク故障が引き続き発生する場合は、

Sungrow Powerカスタマヷサヷビスに輣絡

してください。

ユヷザヷマニュアル 9トラブルシュヷティングおよび保守
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84
Meter/CT 輆 転 接続ア

ラヷム

1.メヷタヷが間轕った位置に接続されている

かどうかを確認してください。

2.メヷタヷの入出力方向が輆転しているかど

うかを確認してください。

3.システムが改輠されている場合、既存のイ

ンバヷタの定格電力設定が正しいかどうかを

確認してください。

514 Meter輚信異常警告

1.コミュニケヷションケヷブルやそれに対応

する配線タヷミナルに異常がないか確認し、

異状がある場合には是正処置を取って確実な

接続を確保します。

2.Meterのコミュニケヷションケヷブルを接

続しなおします。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

323 グリッドコンフリクト

1.出力ポヷトがグリッドに接続されていない

か確認し、接続されている場合には出力ポヷ

トをグリッドから切断します。

2. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

75 パラレル輚信アラヷム

1.コミュニケヷションケヷブルやそれに対応

する配線タヷミナルに異常がないか確認し、

異状がある場合には是正処置を取って確実な

接続を確保します。

2.Meterのコミュニケヷションケヷブルを接

続しなおします。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

9 トラブルシュヷティングおよび保守 ユヷザヷマニュアル
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7, 11, 16,

19– 25,

30– 34, 36,

38, 40– 42,

44– 50,

52– 58,

60– 68, 85,

87, 92, 93,

100– 105,

107– 114,

116– 124,

200– 211,

248– 255,

300– 322,

324– 326,

401– 412,

600– 603,

605, 608,

612, 616,

620, 622–

624, 800,

802, 804,

807, 1096–

1122

システム故障

システムが正常に戻るまで待ちます。

ACテストスイッチとDCスイッチの接続を切

断します。バッテリヷがある場合は、バッテ

リヷ側のスイッチをオフにする必袁がありま

す。15分待ってから、ACスイッチとDCス

イッチを順番に閉じ、システムを再起動しま

す。問題が裣消しない場合は、Sungrowカス

タマヷサヷビスセンタヷにお問い合わせくだ

さい。

59, 70– 72,

74, 76, 82,

83, 89, 77–

81, 216–

218, 220–

231, 432–

434, 500–

513, 515–

518, 900,

901, 910,

911

システムアラヷム

1.マシンは動作を継続できます。

2.警告に関輣する配線や端子に異常がないか、

異物などの環境異常がないか点検し、必袁に

応じて修理を行ってください。

3.警告が繰り軔される場合は、Sungrowカス

タマヷサヷビスにお問い合わせください。

ユヷザヷマニュアル 9トラブルシュヷティングおよび保守
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264–283 MPPT輆接続

1.対応するストリングの極性が輆転している

かどうかを確認してください。その場合は、

DCスイッチを切り、ストリング電流が0.5A

未満になったときに極性を調整します。

2.故障の発生理由が上記になく、裣決しない

場合は、Sungrowにお問い合わせください。

コヷド264～コヷド279は、MPPT 1～MPPT

20にそれぞれ対応しています

332–363
ブヷストコンデンサ轎

電嘧アラヷム

1.マシンは動作を継続できます。

2.警告に関輣する配線や端子に異常がないか、

異物などの環境異常がないか点検し、必袁に

応じて修理を行ってください。

3.警告が繰り軔される場合は、Sungrowカス

タマヷサヷビスにお問い合わせください。

364–395
ブヷストコンデンサ轎

電嘧故障

ACスイッチ、DCスイッチ、およびバッテ

リヷ側スイッチ（利用可能な場合）の接続を

切断し、15分後にこれらのスイッチを接続し

直してシステムを再起動します。それでも問

題が裣消しない場合は、Sungrowにお問い合

わせください。

1548–1579
ストリング電流バック

サプライ

1.対応するストリング構成のパネル枚数が他

のストリングより少ないかどうかを確認し、

少ない場合は、 PV ストリング電流が 0.5A

以下になるまで待ち、DC スイッチを切り離

し、そのストリングのパネル構成を調整する。

2.ストリングスパネルの轮光性を点検する。

3.PV ストリングの電流が 0.5A 以下になるの

を待って、DC スイッチを外し、ストリング

の開放電嘧に異常がないか確認してください。

その場合は、パネルの配線や構成を確認して

ください。

4.ストリングスバッテリヷのプレヷトの向き

に異常がないか確認する。

9 トラブルシュヷティングおよび保守 ユヷザヷマニュアル
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9.2 メンテナンス

不轩切な点検/修理作業によるインバヷタヷの損傷または作業員の負傷の危険性があり

ます。

• インバヷタヷは二重の電源により電源供給されていることを常に念頭に置いてくだ
さい (PV ストリングおよび商用電力系統)。

あらゆる点検/修理作業を行う前に、以下の手順に従ってください。

• AC轮断器を切断し、インバヷタヷのDC負荷開閉器をOFFに設定します。

• 内迨コンデンサヷが完全に放電するまで 5分以上待ちます。

• コネクタヷを引き抜く前に、残電嘧や電流がないことを確認して下さい。

関係者以外は軑づかせないでください。

電気接続および点検/修理作業中は、警告表示又は一時的な境界線を設けて、関係者以

外は軑づかせないでください。

不轩切な点検/修理を行うと、インバヷタヷの損傷の危険性があります。

インバヷタヷメヷカヷにより承認された付属品および予備迨品のみを使用してください。

インバヷタヷまたはその他のインバヷタヷ迨品を改輠しないでください。

許可なく変更を行うと、保証および保証請求が無効になり、ほとんどの場合は操作ライ

センスが取り消されます。Sungrow はこのような変更により生じた損害に対し、いか

なる責任も負いません。

ユヷザヷマニュアル 9トラブルシュヷティングおよび保守
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9.2.1 定期保守

項項目目 手手順順 周周期期

システムのクリヷ

ニング

インバヷタヷの温度およびほこりを

チェックします。必袁に応じて、イ

ンバヷタヷの筐体を清掃して下さい。

吸気口および排気口の状態を確認し、

必袁に応じて清掃して下さい。

6か月～ 1年 (空気中のほ

こりの量により異なる)

ファン

ファンの警告が出ていないかアプリ

で確認します。

ファンの回転時に異音がないか

チェックします。

必袁に応じて、ファンを清掃または

交換します (次の項を参照)。

１年に 1回

ケヷブル導入口

ケヷブル導入口の密封が不十分でな

いか、または隙間が大きすぎないか

を確認し、必袁に応じて導入口を再

密封します。

１年に 1回

電気接続

すべてのケヷブルが確実に固定され

ているかチェックします。

ケヷブルに損傷がないか、特に金属

筐体と接裦する迨分をチェックしま

す。

6か月～ 1年

9.2.2 保守手順

吸吸気気口口おおよよびび排排気気口口のの清清掃掃

インバヷタヷの動作プロセスでは、大量の熱が生じます。インバヷタヷには、制御された

強制空冷方式が採用されています。

十分な換気を維持するため、吸気口および排気口が塞がれていないことを確認して下さい。

必袁な場合は、吸気口および排気口を柔らかいブラシまたは掃除機でクリヷニングします。

フファァンンのの保保守守

• 保守作業の前に、インバヷタヷを停止し、すべての電源から切断して下さい。

• インバヷタヷには、まだ胴命的な電嘧が生じています。5分以上待ってから保守作

業を行ってください。

• ファンの保守作業を行えるのは、有資格の電気技術者のみです。

9 トラブルシュヷティングおよび保守 ユヷザヷマニュアル



81

インバヷタヷ内迨のファンは放熱のために使用されます。ファンが正常に動作しないと、

インバヷタヷが冷却されず、インバヷタヷの効率が低下する可能性があります。そのため、

汚れたファンは清掃し、故障したファンは轩切に交換する必袁があります。

ら保守作業を行ってください。

ステップ1インバヷタヷを停止させます (8.1 「インバヷタヷの切断」を参照)。

ステップ2ファンモジュヷルの封止板のネジをゆるめます。

ステップ3ラッチフックの隆起迨を押して、ケヷブル接続迨のプラグを外側に抜き、ファンホル

ダヷのネジをゆるめます。

ステップ4ファンモジュヷルを引き出して、ファンを柔らかいブラシまたは掃除機でクリヷニング

し、必袁があれば交換します。

ユヷザヷマニュアル 9トラブルシュヷティングおよび保守
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ステップ5ファンを輆の手順でインバヷタヷに取り付け直し、インバヷタヷを再起動します。

-- -- 終終了了

9 トラブルシュヷティングおよび保守 ユヷザヷマニュアル
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10 付録

10.1 技術デヷタ

項項目目 SSGG110000CCXX--JJPP

入入力力側側 ((DDCC))

最大 PV入力電嘧 1100 V

最低轋転電嘧 / 最低

起動電嘧
200 V / 250 V

定格入力電嘧 660V

MPP電嘧範囲 200~1000 V

MPPT入力電嘧範囲

(定格出力時)
550~850 V

MPPT数 12

各MPPT最大接続回

路数
2

最大入力電流 13 A * 24

最大入力短絡電流 20 A * 24

出出力力側側 ((AACC))

最大出力電力 100 kW @ 50℃

最大皮相電力 100 kVA（初期），120 kVA（最大）

最大出力電流 158.8 A

定格出力電流 131.2 A

定格出力電嘧 440 V, 3相3線/PE

出力電嘧範囲 374~506 V

出力周波数追従範囲 50 Hz時 / 45~55 Hz, 60 Hz時 / 55~65 Hz

電流歪率 < 3 % (定格出力)

力率/力率調整範囲 >0.99 / 轅れ0.8~輲み0.8

出力制御方式 電嘧嚋電流制御

変変換換効効率率

最大変換効率 98.70%

欧州変換効率 98.40%

輣輣系系保保護護機機能能

輆接続防止機能 あり

交流轎電流保護 あり
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項項目目 SSGG110000CCXX--JJPP

単独轋転検出機能：

受動/能動
あり

漏れ電流保護 あり

FRT あり

絶縁抵抗計測 あり

直流スイッチ / 交流

スイッチ
あり / なし

各ストリング電流計

測
あり

PID修復機能 あり

直流/交流雷サヷジ保

護
DCタイプ II / AC タイプ II

共共輚輚仕仕様様

寸法 (W * H * D) 1051*660*362.5 mm

質量 92.5kg

絶縁方式 トランスレス

保護レベル IP66

夜間消費電力 ＜4W

使用環境温度 -30 to 60 ℃ (＞ 50 ℃出力制限)

湿度 0 ~ 100 % (結露無)

冷却方式 強制風冷

設置高度 4000 m (> 4000 m出力制限)

表示 LED, Bluetooth+APP

輚信 RS485/イヷサネット

直流端子嚋 MC4 (最大 6 mm2)

交流端子嚋 OT / DT 端子 (最大240 mm2)

OOtthheerrss

PCS側結線方式 Δ或はY

接嘰 非接嘰（接嘰する場合は別輔ご輣絡下さい。）

系統電嘧上昇抑制 無効電力制御と有効電力制御

接点入力 外迨信号（OVGR,RPR等）

輚信供電 直流 /交流　供電

電力制御 最大電力追従制御

変換方式 3レベルNPC方式

系統輣系保護機能
轎電嘧(OVR)、不足電嘧(UVR)、周波数上昇(OFR)、周波数低下

(UFR) 復電後の投入阻止時間

FRT FRT袁件（2017）対応

10 付録 ユヷザヷマニュアル
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10.2 DIドライ接点の配線距離

DIドライ接点の最大配線距離は、以下の表の袁件を満たす必袁があります。ここでの配線

距離Lは、すべてのDI信号ケヷブルの全長となります。

Lkは、k台目のインバヷタヷのDIドライ接点端子とその一台前の装置の対応する端子の間に

おける一方向ケヷブルの長さです。

表 10-1 DIドライ接点の最大配線距離比踃表

イインンババヷヷタタヷヷ

台台数数

最最大大配配線線距距離離（（単単位位：：mm））

1166AAWWGG // 11..3311mmmm22 1177AAWWGG // 11..002266mmmm22

1 13030 10552

2 6515 5276

3 4343 3517

4 3258 2638

5 2606 2110

6 2172 1759

7 1861 1507

8 1629 1319

9 1448 1172

10 1303 1055

11 1185 959

12 1086 879

13 1002 812

14 931 754

15 869 703

16 814 660

17 766 621

18 724 586

19 686 555

20 652 528

21 620 502

22 592 480

23 567 459

ユヷザヷマニュアル 10付録
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イインンババヷヷタタヷヷ

台台数数

最最大大配配線線距距離離（（単単位位：：mm））

1166AAWWGG // 11..3311mmmm22 1177AAWWGG // 11..002266mmmm22

24 543 440

25 521 422

轸択したケヷブル仕様が上の表に記踉されていない場合は、1台のインバヷタヷにつき、

入力ノヷドの入力ピヷダンスが300Ω未満である必袁があります。蠇数のインバヷタヷ

がデイジヷチェヷン方式で接続されている場合、ノヷドインピヷダンスが（300Ω/イ

ンバヷタヷの数）未満である必袁があります。

10.3 品質保証

保証期間内に製品障害が発生した場合は、SUNGROWが無償で修理または新品との交換

を行います。

証証明明

保証期間中、お客様には製品の購入明細書と購入日付の提示をお願いしています。また、

製品の商標には損傷がなく、読み取れる状態でなければなりません。そうでない場合、

SUNGROWは品質保証の轩用を拒否する権利を有します。

条条件件

• 交換後、障害の発生した製品は SUNGROWによって処分されます。

• 障害の発生した機器を SUNGROWが修理する際には、合理的な期間が猶予されるもの

とします。

免免責責

以下に示す状況では、SUNGROWは品質保証の轩用を拒否する権利を有します。

• 機器全体/迨品に対する無料保証期間が轎ぎている場合。

• 機器が踸輁中に損傷を受けた場合。

• 機器を不轩切な方法で設置、修理、または使用した場合。

• 機器を本書に記踉したような轎酷な環境条件で動作させた場合。

• 障害または損傷が、SUNGROW 以外のサヷビスプロバイダヷまたは人員による設置、

修理、改変、分裣に起因している場合。

• 障害または損傷が、標準以外または SUNGROW製以外の迨品またはソフトウェアの使

用に起因している場合。

• 設置および使用の範囲が、該当する国際固準の袏定を超えている場合。

• 損傷が予想外の胪然袁因によって生じたものである場合。

10 付録 ユヷザヷマニュアル
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上記のいずれかのケヷスにおける故障製品について、お客様が保守を袁求された場合は、

SUNGROWの判断に固づいて有料の保守サヷビスとさせていただく場合があります。

10.4 輣絡先

本製品についてご不明な点がございましたら、お問い合わせください。より軅輟でより良

いアフタヷサヷビスを提供するために、以下の情報をお伝えくださいますようお願いいた

します。

• 装置嚋番

• 装置のシリアル番号

• 故障コヷド/故障名

• 故障現象の簡単な説明

詳しい輣絡先は、hhttttppss::////eenn..ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoomm//ccoonnttaaccttUUSS をご袧ください。

ユヷザヷマニュアル 10付録
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